
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
鎖
国
」
下
の
長
崎
に
来
航
し
て
、
日
中
貿
易
を
担
っ
た
中
国
商
人
に
関
し
て
は
先
学
が
指
摘
さ
れ
た
『
華
夷
変

①
 

態
』
、
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
、
『
割
符
留
帳
』
が
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
最
後
の
『
割
符
留
帳
』
は
、
文
化
十
二
年
（
嘉
慶
二
十
、
一
八
一
五
）
よ
り
文
久
元
年
（
咸
豊
十
一
、
一
八
六
一
）
、
即
ち
、

②
 

唐
船
に
よ
る
長
崎
貿
易
の
終
焉
ま
で
の
半
世
紀
に
及
ぶ
記
録
簿
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
長
崎
来
航
唐
船
主
の
来
航
状
況
を
知
る
上
で
、

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
資
料
で
あ
る
。

③
 

こ
の
約
五
十
年
間
の
日
中
貿
易
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
「
乍
浦
に
お
け
る
中
国
の
商
社
」
と
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毎

④

⑤

 

年
七

i
十
艘
の
唐
船
が
、
中
国
の
貿
易
港
、
浙
江
省
嘉
興
府
平
湖
県
乍
浦
鎮
よ
り
長
崎
に
来
航
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
末
期
ま

⑥
 

で
ほ
と
ん
ど
変
る
こ
と
の
な
い
形
態
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
長
崎
来
航
中
国
商
人
で
あ
る
唐
船
の
船
主
達
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
あ
ま
り
明

ら
か
で
な
い
。

一
般
的
に
名
の
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
僅
か
に
江
稼
圃
や
江
芸
閣
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
彼
等
が
長
崎
の
貿
易
の
記
録
に
見
え
る

は

じ

め

に

|
ー
嘉
慶
・
道
光
期
を
中
心
に
ー
|

中

国

商

人

と

長

崎

貿

易

松

浦

章
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期

間

文
化
―
一
ー
文
政
六

“
I
天
保
ニ
―
―

”

ー

文

政

四

ー
文
化
一
三

—“ 

「
割
符
留
帳
」
に
見
え
る
中
国
商
人
の
来
航
表
（
表
一
）

船

主

名

年

数

諏

竹

奄

一

0
年

藤

春

州

二

九

II

劉

培

原

八

II

沈

萬

珍

―

―

―

“

沈

執

転

三

II

1/ 

” 

回
数

九
回

五
”

八
”-＝" 

-1-II 

楊鄭狂朱張沈

西静小鑑秋秋

亭園園池琴屏

”
 

文
化

”
 ー天
保
―
―
―
―

文
化
ー
一
ー
文
化
―
―

”
ー
文
化
―
―
―

ー
文
政
八

＂ 

二
年

三
II

二
II

-
I
I
 

-
I
I
 

八
II

三
回

二
“

七
”

-
I
I
 -”

 
ニ
四
”

R
 

R、

唐
船
の
船
主
や
財
副
と
し
て
で
な
く
、
主
に
江
稼
圃
は
画
家
と
し
て
江
芸
閣
ほ
文
人
と
し
て
て
あ
る
。
‘

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
『
割
符
留
帳
』
を
中
心
に
、
当
時
の
来
航
商
人
の
一
端
を
述
べ
長
崎
来
航
中
国
商
人
解
明
へ
の
一
試
論
と
し
た
い
。

『
割
符
留
帳
』
に
見
え
る
中
国
商
人

現
在
知
ら
れ
て
い
る
「
割
符
留
帳
」
に
は
、
寛
政
五
年
一
＿
一
月
よ
り
文
化
十
年
五
月
ま
で
の
十
一
船
の
「
番
外
船
割
符
帳
」
一
冊
と
、
文
化

⑨
 

十
二
年
以
後
の
「
割
符
留
帳
」
二
冊
の
二
種
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
先
に
触
れ
た
如
く
文
化
十
二
年
（
嘉
慶
二
十
、
一
八
一
五
）
よ
り
文

久
元
年
（
咸
豊
十
一
、
一
八
六
一
）
ま
で
の
四
十
七
年
間
に
及
ん
で
い

GGo

「
割
符
留
帳
」
は
本
来
、
長
崎
貿
易
を
許
可
さ
れ
た
唐
船
に
次
回
の
許
可
書
と
し
て
の
信
牌
（
長
崎
通
商
照
票
）
の
給
牌
（
信
牌
を
唐
船

⑪
 

主
に
給
す
る
）
と
轍
牌
（
来
航
船
主
の
信
牌
の
返
却
）
に
関
す
る
元
帳
に
当
る
故
、
貿
易
船
の
出
港
入
港
に
関
す
る
一
等
の
資
料
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
記
述
は
文
化
十
一
年
の
七
番
船
よ
り
、
文
久
元
年
の
酉
一
番
船
ま
で
の
二
百
九
十
五
艘
の
唐
船
の
入
港
が
知
ら
れ
、
こ
れ

⑫
 

に
よ
っ
て
、
六
十
八
名
の
船
主
等
の
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

船
主
等
の
判
明
す
る
中
国
商
人
の
来
航
回
数
は
、
平
均
四
回
余
に
な
る
が
、
「
割
符
留
帳
」
の
記
述
範
囲
に
限
定
し
て
も
、
十
年
以
上
の

商
人
が
二
十
四
名
、
こ
の
内
二
十
年
以
上
の
者
が
七
名
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
来
航
期
間
と
、
来
航
年
数
、
回
数
を
、
「
割
符
留

帳
」
の
記
述
に
見
ら
れ
る
順
に
配
列
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
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陸夏 余 朱 顔 楊 會朱金楊孫周江王王顔沈狂 周 銭 楊 狂 紐 沈 狂 劉
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香村屏橋帆堂南 折江堂村亭閣鼎初山谷巣瀾和総春亭泉棠箔

文文文文 文
II 政”政政 II 政 II 政”

八
ー
文
政
一

ー

天

保

七

四
ー
文
政
―
ニ

ー
文
政
一
〇

五
ー
文
政
一
〇

六
ー
文
政
九

七
ー
文
政
八

文文
II 政政 II // 

”
 

文
政

”
 一

ー
文
政
七

ー
天
保
一

ー

文

政

五

ー

文

政

七

了

天

保

二

-T'弘
化
一

ー

天

保

五

II 

” 
// // 

” 
文
化
―
ニ
ー
天
保
七

文
化
ニ
ニ

II

ー
天
保

二
二
年

-
I
I
 

二
六
”

ニ
ニ
”

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

七
“=-

―
-II 

五
”

七
”

―――
-II 

二
五
”

一
五
“

-
I
I
 

九
”

七
”

-
I
I
 

六
”

四
”

二
”

-
I
I
 

四
”

―
二
”

ニ
四
回

-
I
I
 

ニ
八
II

―ニ
II

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

-
I
I
 

九
II

七
II

二
II

六
II

ーニ
II

三
七
”

―-
I
I
 

-
I
I
 

九
II

六
II

-
I
I
 

三
II

――
-II 

二
II

-
I
I
 

五
II

四
II

銭陶顔紐紐江＾程沈陳楊沈陳婁王楊王王狂高顧邪沈李朱金顧
程

少 梅吉春心星稼 子晉躍少郭逸梅雲方利秋竹掬子植耕少春琴少
堂

虎 江泉杉園含ツ 延伯雲棠香舟渓帆舟豊濤安雲英斎穀白谷村虎

文
政
九
—
天
保

文
政
一
〇

文
政
一
―

文
政
―
ニ
ー
天
保
一
〇

天
保
ニ
ー
天
保
ー
ニ

天
保
―
―
ー
ー
天
保
―
―

天

保

四

|

安

政

四

天

保

五

ー

天

保

七

I
I

—
天
保
九

天
保
七
—
弘
化
四

II 

天
保
八
ー
天
保
一
〇

I

I

I

弘

化

四

天
保
一
〇

天
保
―
一
ー
嘉
永

I

I

I

弘
化

天
保
―
ニ
ー
弘
化

II 

天
保
―
―
―
ー
ー
嘉
永

弘
化
一
ー
文
久

弘
化
一
ー
嘉
永

弘
化
ニ
ー
嘉
永

I

I

I

安
政

弘
化
―
―
―

弘
化
四
—
安
政

II

ー
安
政

一/‘ 
~ 六二四ー四 五・――

七
年

-
I
I
 

9-” ―-I
I
 

―-
I
I
 

九
”

ニ
四
”

――
-II 

五
II

ー
ニ
”

-
I
I
 

――
-II 

―-I
I
 

-
I
I
 

―-I
I
 

七
II

一
五
II

-
I
I
 

-
O
I
I
 

一
七
II

―――
-II 

五
II

一
四
II

-
I
I
 

七
II

―
二
”

六
回

-
I
I
 

-
I
I
 

七
”

―
二
“

七
”

二
―
”

三
“

五
”

四
”

-
I
I
 

四
”

一
四
“

-
I
I
 

六
”

-
O
I
I
 

一
七
”

-
I
I
 

一
四
”

一
六
“

一
七
”

六
”

九
”

――“ 
六
”

九
”

-41-



寧
波
船
漂
着
す
（
船
主
は
楊
敬
堂
）
正
月
元
日
、
寧
波
船
河
崎
に
漂
着
す
。
湊
官
は
我
が
侯
と
西
尾
君
と
に
命
じ
て
こ
れ
を
護
ら
し

⑭
 

む。

⑮
 

と
記
し
、
関
連
記
事
は
同
十
六
日
の
条
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
同
書
二
月
十
六
日
の
条
に
は
「
寧
波
船
の
上
稟
」
を
記
し
て
、

本
船
ほ
唐
に
在
り
、
十
一
月
二
十
四
日
に
乍
浦
よ
り
開
行
、
長
崎
に
往
き
貿
易
、
井
せ
て
貴
国
の
漂
流
商
民
三
人
を
護
る
。
本
船
は
共

計
乙
百
十
六
人
、
風
の
不
順
な
る
に
因
り
、
今
正
月
初
一
に
、
貴
地
江
外
に
漂
収
し
寄
掟
す
。
（
中
略
）
文
政
九
年
正
月
初
日
。
寧
波

R
 

船
主
楊
敬
堂
。

⑰
 

と
あ
り
、
ま
た
西
遊
に
際
し
て
、
こ
の
唐
船
の
乗
組
員
と
会
っ
た
羽
倉
外
記
ら
と
も
同
年
九
月
十
五
日
に
会
っ
て
お
り
、
乗
船
に
際
し
、
同

⑱
 

文
政
九
年
九
月
十
九
日
の
条
に
「
住
吉
浦
を
経
た
り
。
本
年
春
、
清
船
の
漂
着
せ
し
と
こ
ろ
」
と
か
な
り
の
関
心
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
、
滝
沢
馬
琴
が
「
文
政
九
年
丙
戌
日
記
」
の
正
月
二
十
九
日
の
条
に

に、
そ
こ
で
、
こ
の
表
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
来
航
期
間
が
長
く
来
航
回
数
の
多
い
三
人
の
船
主
を
中
心
に
し
て
当
時
の
来
航
商
人
の
実
態
を

述
べ
て
み
た
い
。
そ
の
三
人
と
は
以
下
に
述
べ
る
劉
景
箔
．
楊
西
亭
・
周
蒻
亭
で
あ
る
。

文
政
九
年
（
道
光
六
、
一
八
二
六
）
正
月
元
日
に
現
在
の
静
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
の
沖
に
一
艘
の
唐
船
が
漂
泊
し
た
。
こ
れ
は
得
泰
船
と

⑬
 

い
う
長
崎
貿
易
船
で
あ
っ
た
。

こ
の
得
泰
船
の
漂
着
は
、
当
時
の
人
々
に
関
心
を
与
え
た
よ
う
で
、
例
え
ば
、
松
崎
憚
堂
は
『
憬
堂
日
暦
』
文
政
九
年
正
月
十
一
日
の
条

項

把
顔

心

楊

亦〔注〕

樵如珊

9
劉
景
箔
に
つ
い
て

嘉
永
―
―
―
ー
嘉
永

安
政
―
―
―

安
政
四

こ
の
表
の
人
名
は
「
割
符
留
帳
」
の
入
港
記
録
の
記
載
順
に
配
列
し
た
。

五

1

一年
-
I
I
 

-
I
I
 

二
回-”

 -
I
I
 

楊戴

逸来

樵山

安

政

六
“
 

一
年-”

 

一
回-” 

＿位一



近
比
駿
州
へ
漂
流
の
唐
船
事
、

委
細
に
御
聞
被
成
に
付
、

未
及
聞
候
は

昨
夕
六
時
比
、
松
前
勘
定
方
大
野
幸
次
郎
ふ
使
札
。
右
は
、

⑲
 

ゞ
、
詳
し
く
た
っ
ね
可
申
旨
、
申
来
る
。
（
下
略
）

と
見
え
る
。
つ
い
で
、
肥
前
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
の
『
甲
子
夜
話
』
巻
七
十
四
に
、

或
人
語
る
。
こ
の
春
初
に
唐
船
駿
海
に
漂
着
す
。
寧
波
の
船
に
て
船
主
を
楊
啓
堂
と
云
ひ
、
百
十
六
人
乗
に
て
長
崎
に
到
る
べ
き
と
こ

⑳
 

ろ
、
難
風
に
て
漂
蕩
せ
る
な
り
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
巻
七
十
五
に

前
に
記
せ
る
駿
州
に
漂
着
の
唐
船
一
艘
、
始
め
は
遠
州
下
吉
田
浦
〔
一
橋
殿
領
知
〕
に
漂
着
す
。
因
て
最
寄
の
御
代
官
竹
垣
庄
蔵
取
扱

R
 

の
所
、
そ
の
辺
湊
場
な
き
に
よ
り
駿
州
清
水
湊
へ
入
津
、
繋
船
に
致
し
、
追
々
江
戸
へ
伺
に
て
、
例
の
手
続
に
な
り
た
る
由
。
（
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
得
泰
船
の
漂
着
に
関
し
て
得
た
情
報
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
船
の
船
主
ほ
楊
啓
堂
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
乗
組
員
名
簿
を
見
る
と
、
そ
の
最
初
に

⑲
 

船
主
劉
景
蒟
年
五
十
四
歳
杭
州
人

R
 

と
あ
る
。
し
か
し
、
劉
景
箔
は
長
崎
在
留
中
で
、
こ
の
船
に
は
乗
組
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

こ
の
劉
景
箔
の
長
崎
来
航
を
調
べ
る
と
、
管
見
の
資
料
に
拠
り
、
「
寛
政
番
外
船
割
符
留
帳
」
に
見
え
る
享
和
三
年
（
嘉
慶
八
、
一
八
〇

R
 

―
―
-
）
十
二
月
十
一
日
長
崎
入
港
の
亥
二
番
外
船
の
船
主
が
、
そ
の
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
保
七
年
（
道
光
十
六
、
一
八
三
六
）
の
十
一

R
 

月
二
十
九
日
入
港
の
申
五
番
船
の
在
留
船
主
と
し
て
知
ら
れ
る
ま
で
三
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
先
の
得
泰
船
漂
着
時
に
お
け
る
名
簿
の
年

令
か
ら
鑑
み
、
彼
の
三
十
一
歳
か
ら
六
十
三
歳
ま
で
の
人
生
の
大
半
の
時
期
に
該
当
す
る
。
こ
の
間
、
二
十
数
回
の
長
崎
来
航
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
表
二
）
。

『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
、
唐
船
進
港
井
雑
事
之
部
に
見
え
る
。
そ
の
最
初
は
、
文

劉
景
箔
の
商
人
と
し
て
の
傾
向
を
窺
い
知
る
資
料
が
、

政
六
（
道
光
一
―
-
、
一
八
ニ
―
―
-
）
癸
未
年
の
条
に
、

当
春
帰
帆
午
四
番
劉
景
箔
船
ョ
リ
、
和
刻
侠
存
叢
書
一
之
編
二
部
、
ニ
・
一
二
之
編
各
一
部
、
群
書
治
要
二
部
、
論
語
集
解
一
＿
一
部
、
史
記
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そ
れ
は
、

な
い
。

R
 

評
林
、
古
梅
園
墨
譜
後
編
一
部
ッ
ヽ
、
唐
国
エ
穣
帰
ル

と
あ
り
、
ま
た
、
同
七
甲
申
年
の
条
に
、

当
春
帰
帆
未
一
ー
一
番
劉
景
箔
・
朱
開
折
船
ョ
リ
、
和
版
侠
存
叢
書
一
・
ニ
・
三
之
編
各
一
部
、
群
書
治
要
、
呂
氏
春
秋
各
一
部
、
（
中
略
）

＠
 

唐
国
ヱ
積
帰
ル
。

と
あ
り
、

つ
づ
い
て
、
同
文
政
八
乙
酉
年
条
に
、

当
春
帰
帆
四
番
劉
景
箔
・
顔
雪
帆
船
ヨ
リ
和
版
七
経
孟
子
考
文
補
遺
・
論
語
徴
・
群
書
治
要
各
二
部
、
侠
存
叢
書
一
、
二
、
三
ノ
編
各

R
 

十
本
唐
国
ヱ
積
帰
ル
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
政
六
年
よ
り
三
年
間
に
わ
た
っ
て
劉
景
箔
船
の
名
の
も
と
に
計
二
十
一
部
と
一
二
十
本
の
書
籍
を
中
国
に
持
帰
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
彼
は
長
崎
に
在
留
中
で
、
彼
自
身
直
接
中
国
へ
持
帰
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
は
相
像
に
難
く

一
八
一

0
)
!al
わ
た
っ
て
刊
行
さ

『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
、
十
に
見
え
る
中
国
船
の
日
本
か
ら
の
書
籍
の
輸
出
に
関
す
る
記
事
が
寛
政
元
年
（
乾
隆
五
十
四
、

七
八
九
）
よ
り
、
天
保
八
年
（
道
光
十
七
、
一
八
三
七
）
ま
で
十
二
回
あ
り
、
そ
の
内
の
六
回
は
番
立
船
が
明
ら
か
で
、
そ
の
中
の
三
回
が

劉
景
蛸
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
彼
の
持
帰
書
籍
数
の
多
い
こ
と
を
鑑
み
て
も
特
筆
に
値
す
る
。

こ
れ
は
、
彼
が
在
唐
荷
主
よ
り
持
帰
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
か
、
彼
が
そ
の
貿
易
効
果
の
大
き
さ
を
知
っ
て
帰
帆
船
に
積
帰
り
を
命
じ
た
た
め

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
三
度
の
持
帰
っ
た
書
籍
に
共
通
す
る
点
は
、
そ
の
多
く
が
、
当
時
の
中
国
に
は
伝
わ
ら
な
い
侠
書
の
類
に
属
す

る
『
侠
存
叢
書
』
、
『
群
書
治
要
』
等
と
、
日
本
人
の
著
作
等
と
が
中
心
で
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
無
か
っ
た
書
籍
を

R
 

多
く
含
ん
で
い
る
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
劉
景
箔
船
に
よ
っ
て
持
帰
ら
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
概
要
を
記
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
侠
存
叢
書
』
は
林
述
斎
編
で
、
寛
政
十
一
年
（
嘉
慶
四
、
一
七
九
九
）
か
ら
文
化
七
（
嘉
慶
十
五
、

R
 

れ
た
中
国
で
は
見
ら
れ
な
い
侠
書
の
日
本
に
残
存
し
て
い
た
も
の
の
叢
書
で
あ
る
。
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こ
の
叢
書
の
中
国
へ
の
輸
出
は
『
長
崎
志
続
編
』
等
に
よ
っ
て
、
享
和
元
年
（
嘉
慶
六
、
一
八
0
1
)
の
酉
一
番
、
二
番
船
よ
り
八
部
、

文
化
二
年
（
嘉
慶
十
、
一
八

0
五
）
三
月
に
二
部
、
そ
れ
に
劉
景
箔
が
一
ー
一
度
に
わ
た
っ
て
の
一
編
よ
り
一
二
編
ま
で
計
十
二
部
と
一
編
一
部
が

知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
劉
景
箔
の
輸
出
実
績
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
数
量
的
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
『
群
書
治
要
』
も
、
元
来
中
国
唐
代
の
書
籍
で
あ
り
な
が
ら
、
早
く
侠
し
、
日
本
の
金
沢
文
庫
に
存
し
た
の
を
徳
川
期
に
古
活
字

⑳
 

を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
、
寛
政
八
年
（
嘉
慶
一
、
一
七
九
六
）
に
尾
張
侯
よ
り
近
藤
正
斉
の
手
を
経
て
一
ー
一
部
中
国
に
輸
出
さ
れ
た
の
を
最
初
と

し
、
『
長
崎
志
続
編
』
に
よ
る
と
、
こ
れ
以
後
、
文
化
十
四
年
（
嘉
慶
二
十
二
、
一
八
一
七
）
に
十
一
＿
一
部
、
そ
し
て
劉
景
蒟
が
一
二
回
に
わ
た

っ
て
計
五
部
輸
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
中
国
に
輸
入
さ
れ
た
『
群
書
治
要
』
は
、
道
光
二
十
七
年
（
弘
化
四
、
一
八
四
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
連
箔
鯵
叢
書
』
に
見

え
、
天
明
七
年
（
乾
隆
五
十
二
、
一
七
八
七
）
四
月
、
林
信
敬
の
序
刊
本
に
拠
っ
て
覆
刻
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
玩
元
の
提
要

を
引
用
し
て
「
宋
史
芸
文
志
。
即
不
著
録
。
知
其
侠
久
突
。
此
本
乃
日
本
人
擢
印
」
と
あ
る
。

ま
た
、
広
東
行
商
で
あ
っ
た
伍
崇
曜
の
『
毒
雅
堂
叢
書
』
に
も
こ
の
書
を
収
め
、
咸
豊
七
年
（
安
政
四
、
一
八
五
七
）
の
跛
に
「
原
本
有

日
本
尾
張
国
。
校
督
学
臣
細
井
徳
民
校
勘
語
標
於
上
方
。
自
称
較
金
沢
旧
蔵
互
補
正
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
で
覆
刻
さ
れ
た
も
の
を
基
に

し
て
、
中
国
に
輸
入
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
叢
書
の
中
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
劉
景
箔
の
輸
入
が
直
接
関
与
し
た
か
ど

う
か
ほ
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

こ
の
他
に
、
日
本
人
の
著
作
を
輸
出
し
て
い
る
。
そ
の
一
っ
は
、
奈
良
の
製
墨
店
古
梅
園
松
井
元
泰
、
元
彙
の
刊
行
し
た
『
古
梅
園
墨
譜

R
 

後
編
』
で
、
こ
れ
は
安
永
二
年
（
乾
隆
三
十
八
、
一
七
七
―
―
-
)
の
刊
で
、
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
に
は
文
化
七
年
（
嘉
慶
十
五
、
一
八
一

0
)

R
 

の
帰
帆
船
で
「
古
梅
園
墨
譜
」
一
部
が
持
帰
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
他
に
、
文
政
六
年
（
道
光
一
―
-
、
一
八
ニ
―
―
-
）
の
劉
景
箔
の
一
列
が
知
ら
れ

R
 

る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
後
編
に
ほ
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
注
竹
里
・
注
鵬
の
跛
を
含
ん
で
い
る
。

R
 

次
に
山
井
鼎
著
、
荻
生
観
補
の
『
七
経
孟
子
考
文
補
遣
』
が
あ
る
。
こ
の
書
に
関
し
て
は
、
狩
野
直
喜
博
士
の
研
究
が
詳
し
い
の
で
、
こ

＠
 

こ
で
は
輸
出
状
況
の
み
を
記
す
と
、
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
に
は
、
寛
政
六
年
（
乾
隆
五
十
九
、
一
七
九
四
）
の
丑
六
番
船
よ
り
一
部
と
、
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劉
景
箔
の
文
政
八
年
（
道
光
五
、
一
八
二
五
）
の
二
部
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
版
本
は
、
享
保
十
六
年
（
痙
正
九
、
一
七
三
一
）
、
寛
政
一
ー
一
年

＠
 

（
乾
隆
五
十
六
、
一
七
九
一
）
、
慶
応
二
年
（
同
治
五
、
一
八
六
六
）
の
一
―
一
度
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寛
政
六
、
文
政
八
年
の
二
度
の
輸
出

ほ

寛

政

三

年

版

を

持

帰

っ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

・

R
 

荻
生
祖
来
の
『
論
語
徴
』
が
あ
る
が
、
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
に
、
文
化
六
年
（
嘉
慶
十
四
、
一
八

0
九
）
と
文
政
八
年
の
劉
景
笥
の
計

二
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
文
二
年
（
乾
隆
二
、
一
七
三
七
）
、
同
五
年
（
乾
隆
五
、
一
七
四

0
)、
宝
暦
十
二
年
（
乾
隆

R
 

二
十
七
、
一
七
六
二
）
版
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
二
例
は
宝
暦
十
二
年
版
が
輸
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
以
外
に
一
般
的
な
『
論
語
集
解
』
、
『
史
記
評
林
』
、
『
呂
氏
春
秋
』
が
あ
る
。
こ
の
内
、
『
史
記
評
林
』
、
『
呂
氏
春
秋
』
は
中
国
か

⑮
 

ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
逆
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
中
国
の
江
南
地
域
の
書
籍
の
供
給
源
の
一
部
を
日
本
が

担
っ
て
い
た
と
推
察
可
能
な
例
と
言
え
る
。

一八

0
五
）
の
条
に
、

と
こ
ろ
で
、
劉
景
箔
の
中
国
書
籍
の
日
本
へ
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
主
に
、
中
国
側
の

需
要
者
の
希
望
に
添
っ
て
、
利
益
の
大
き
い
侠
書
類
を
中
心
に
扱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
劉
景
蒟
の
書
籍
の
貿
易
品
と
し
て
は
日
本
か
ら
の

輸
出
が
中
心
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

つ
い
で
、
彼
の
名
は
、
文
政
九
年
（
道
光
六
、
一
八
二
六
）
酉
八
番
得
泰
船
、
先
に
触
れ
た
漂
着
船
の
時
に
、
日
本
人
漂
流
者
を
連
れ
渡

R

@

 

っ
た
船
主
と
し
て
、
同
十
一
年
（
道
光
八
、
一
八
二
八
）
の
子
五
番
船
の
船
主
と
し
て
日
本
人
漂
流
者
を
連
れ
来
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
天
保
六
年
（
道
光
十
五
、
一
八
三
五
）
の
十
二
月
に
唐
船
主
孫
漁
村
が
、
長
崎
で
死
去
し
、
そ
の
葬
送
の
際
に
唐
船
乗
組
員
の

⑱
 

騒
動
が
生
じ
、
最
終
的
に
十
八
人
入
牢
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
た
め
、
十
二
家
荷
主
か
ら
の
日
本
側
へ
の
謝
罪
文
と
嘆
願
の
願

R
 

書
が
、
天
保
七
年
六
月
劉
景
箔
に
よ
っ
て
齋
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
が
、
彼
の
来
航
の
最
後
に
当
る
。
当
時
、
彼
は
長
崎
来
航
商
人
の
中
で
も
最
古
参
で
あ
り
、
そ
の
実
績
は
日
本
側
に
対
し
て
十
分

な
信
用
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
大
田
南
畝
の
『
襄
浦
又
綴
』
の
文
化
二
年
（
嘉
慶
十
、
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閏
八
月
二
十
六
日
、
丑
四
番
船
永
興
号
、
港
を
出
る
に
よ
り
て
、
本
船
装
載
の
事
を
監
す
。

R
 

箔
、
財
副
陸
光
烈
、
銭
位
吉
来
り
て
揖
す
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
帰
帆
の
際
に
大
田
南
畝
ほ
劉
景
箔
と
面
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
劉
景
箔
に
つ
い
て
の
人
物
を
知
る
機
会
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
、
杭
州
の
人
劉
景
箔
は
人
生
の
な
か
ば
に
当
る
時
期
を
日
中
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
業
の
一
環
と

し
て
、
日
本
刊
行
の
書
籍
を
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
清
の
学
術
界
へ
も
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

西

（
中
略
）
装
載
の
事
終
り
て
、
船
主
劉
景

口

楊

亭

R
 

中
山
久
四
郎
博
士
が
「
近
世
支
那
の
日
本
文
化
に
及
ぽ
し
た
る
勢
力
影
響
」
の
中
で
、
指
摘
さ
れ
た
清
医
に
楊
西
亭
が
い
る
。

彼
の
こ
と
は
、
多
紀
元
堅
の
『
時
還
読
我
書
』
巻
下
に
、

清
医
楊
西
亭
ト
イ
フ
者
、
文
政
ノ
初
、
崎
岳
二
来
寓
セ
シ
ガ
、
頗
学
術
モ
ア
リ
テ
識
見
モ
亦
卓
ナ
リ
シ
ト
、
其
言
―
ー
イ
ヘ
ラ
ク
、
医
＾

時
運
二
随
テ
、
治
ノ
異
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
、
徒
二
紙
上
＿
＿
拘
ル
ペ
カ
ラ
ズ
、
書
籍
モ
七
・
八
葉
ノ
ウ
チ
有
用
ノ
処
ハ
一
葉
二
足
ザ
ル
ナ

リ
、
大
抵
前
人
一
家
ノ
説
ヲ
主
張
セ
ン
ト
ス
ル
故
、
空
談
多
キ
コ
ト
ニ
ハ
ナ
リ
ヌ
、
然
ド
モ
何
＞
書
二
就
テ
思
索
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ

ラ
ズ
、
又
病
ヲ
治
ス
ル
ニ
頭
ヲ
見
テ
頭
ヲ
治
ス
ル
＾
庸
エ
ノ
所
為
ナ
リ
、
能
病
因
ヲ
尋
テ
首
ノ
病
ヲ
足
ニ
テ
治
シ
、
下
ノ
病
ヲ
上
―
ー
テ

治
ス
ル
コ
ゾ
良
医
ト
イ
フ
ペ
ヶ
レ
、
是
等
ノ
言
＾
平
近
ニ
シ
テ
吾
人
ノ
知
ト
コ
ロ
ナ
＞
ド
モ
其
異
ヲ
好
ザ
ル
コ
ソ
、
卓
識
ト
イ
フ
ペ
ケ

レ
、
沼
津
ノ
医
生
武
田
克
巳
ナ
ル
モ
ノ
西
遊
ノ
日
、
西
亭
―
ー
会
晒
セ
シ
ト
テ
余
二
語
リ
ヌ
。

R
 

西
亭
マ
ク
克
巳
二
療
察
及
ビ
天
刑
病
等
ノ
奇
方
数
首
ヲ
授
ク
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
沼
津
の
医
生
武
田
克
已
の
言
と
し
て
、
長
崎
に
来
航
し
た
清
医
楊
西
亭
の
名
が
知
ら
れ
る
。R

 

文
政
初
期
に
来
航
し
た
楊
西
亭
と
は
、
文
化
五
年
（
嘉
慶
十
三
、
一
八

0
八
）
の
辰
二
番
船
財
副
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
後
も
長
崎
に
来

R
 

航
し
て
い
た
清
商
楊
西
亭
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
来
航
は
、
そ
の
後
、
天
保
十
三
年
（
道
光
二
十
二
、
一
八
四
二
）
ま
で
、
三
十
四

年
間
に
お
よ
び
二
十
五
艘
の
船
主
等
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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文
政
元
年
七
月
に
は
来
綺
中
の
頼
山
陽
と
も
会
晒
し
て
い
る
。
山
陽
が
楊
西
亭
に

蔀
水
相
逢
且
挙
杯
。
酔
魂
洸
語
到
蘇
台
。

看
君
眉
宇
秀
如
許
。
猶
帯
虎
邸
山
翠
来
。

と
扇
面
に
題
し
た
と
こ
ろ
、
楊
西
亭
が

九
詠
時
当
聯
奉
杯
。
詩
家
秀
士
適
臨
台
。

羨
君
落
筆
驚
風
雨
。
立
意
清
新
誰
道
来
。

蒙
足
下
題
詠
粗
扇
。
令
我
頓
開
茅
塞
。
今
勉
為
放
聾
。
漫
和
原
韻
。
呈
山
陽
先
生
。
斧
政
。

R
 

と
和
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

楊
西
亭
の
詩
は
、
道
光
二
十
六
年
（
弘
化
一
―
-
、
一
八
四
六
）
の
『
乍
浦
集
詠
』
巻
七
に
、

楊
嗣
雄
西
亭
里
人

長
崎
旅
館
懐
韓
桐
上
維
繍
保
蒼
渓
承
弼

義
義
熊
指
山
。
賠
賠
離
愁
積
。

撤
撤
蓮
花
洋
。
悠
悠
郷
夢
隔
゜

遥
念
同
心
人
。
飛
揚
各
通
籍
。

侃
寛
鋤
経
士
。
昌
黎
文
章
伯
゜

夕
直
承
明
鷹
。
朝
献
治
平
策
。

惑
我
久
謳
旅
。
詔
華
真
浪
榔
゜

異
地
凋
貴
霜
。
旧
雨
滋
麗
沢
゜

有
待
乗
長
風
。
鯨
波
桂
蒲
席
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
六
に
、
蒋
濡
秋
紡
と
い
う
人
物
の
「
乍
浦
楊
西
亭
嗣
雄
自
日
本
施
里
絵
帰
諷
図
索
題
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
同
書
巻
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八
に
も
、
林
大
椿
半
樵
と
い
う
人
の

為
楊
西
亭
嗣
雄
写
東
海
帰
駆
図
系
之
以
詩

海
外
長
留
五
載
余
。
諷
回
雪
浪
慰
離
居
。

相
逢
漫
問
帰
装
物
。
可
有
新
来
日
本
書
。

と
い
う
詩
を
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
楊
西
亭
は
詩
オ
も
あ
り
、
又
彼
は
そ
の
名
が
嗣
雄
で
あ
っ
た
こ
と
そ
し
て
、
乍
浦
の
人
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
楊
西
亭
の
名
が
嗣
雄
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
証
で
き
る
資
料
が
長
崎
に
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
長
崎
・
聖
寿
山
崇
福
寺
の
娼
姐
堂
に
納
め
ら
れ
た
扁
額
で
、
「
永
護
安
瀾
」
と
あ
り
、
そ
の
両
端
に
「
道
光
痺
年
荷
月
」
、
「
沐

R
 

恩
弟
子
楊
嗣
雄
敬
立
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
光
四
年
（
文
政
七
、
一
八
二
四
）
六
月
に
楊
嗣
雄
が
敬
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
長
崎⑲

 

東
明
山
興
福
寺
の
娼
姐
堂
に
も
「
恩
軍
褒
海
」
と
い
う
扁
額
が
あ
り
、
「
道
光
痺
年
荷
月
穀
旦
」
、
「
沐
恩
弟
子
楊
嗣
雄
敬
立
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
年
同
月
吉
日
の
奉
納
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
両
額
と
も
に
楊
西
亭
の
長
崎
来
航
時
期
に
当
る
か
ら
、
彼
の
名
が
嗣
雄
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
楊
嗣
雄

と
同
族
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
同
時
代
の
長
崎
貿
易
関
係
者
が
他
に
二
人
い
る
。

一
人
は
、
先
に
触
れ
た
文
政
九
年
正
月
の
遠
州
漂
着
唐
船
、
得
泰
船
の
船
主
で
あ
っ
た
楊
啓
堂
で
あ
る
。
こ
の
漂
着
の
時
、
長
崎
在
留
の

R
 

劉
景
箔
に
出
し
た
手
紙
に
「
楊
嗣
元
」
と
あ
り
、
ま
た
「
嗣
元
則
楊
啓
堂
」
と
注
記
あ
る
こ
と
か
ら
、
楊
啓
堂
の
名
が
、
嗣
元
で
あ
っ
た
こ

⑲
 

と
が
知
ら
れ
、
楊
嗣
雄
、
西
亭
と
は
「
嗣
」
字
の
共
通
そ
れ
に
出
身
が
乍
浦
と
平
湖
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
族
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

れ

に

『

得

泰

船

筆

語

』

巻

上

に

、

楊

啓

堂

が

、

．

我
二
十
一
歳
往
崎
港
。
共
走
九
次
。
経
営
一
切
眼
目
在
崎
。
不
得
安
郷
。

と
あ
り
、
楊
啓
堂
は
、
文
政
九
年
（
道
光
六
、
一
八
二
六
）
の
乗
船
名
簿
で
は
二
十
七
歳
で
あ
る
か
ら
、
七
年
間
に
九
回
来
航
し
て
い
る
こ

R
 

と
が
知
ら
れ
、
そ
の
船
主
と
し
て
の
初
来
航
は
文
政
五
年
（
道
光
二
、
一
八
二
二
）
の
午
七
番
船
で
、
弱
冠
二
十
一
＿
一
歳
の
船
主
で
あ
っ
た
。
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R

R

 

そ
の
後
、
船
主
と
し
て
、
文
政
六
年
未
六
番
、
同
八
年
酉
八
番
、
同
十
年
七
番
船
等
が
知
ら
れ
る
。
彼
の
し
た
た
か
な
一
面
は
拙
稿
で
触
れ

た

こ

と

で

も

知

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。

．

R
 

さ
ら
に
、
楊
嗣
雄
、
嗣
元
と
同
族
と
考
え
ら
れ
る
人
物
に
、
中
国
荷
主
の
楊
嗣
亨
が
い
る
。
彼
の
こ
と
は
『
清
道
光
朝
外
交
史
料
二
』
の

「
浙
江
巡
撫
程
含
章
奏
護
送
日
本
難
夷
至
浦
。
照
例
撫
釦
資
遣
回
国
各
情
形
片
」
に
見
え
、
こ
の
奏
文
は
道
光
五
年
（
文
政
八
、
一
八
二
五
）

十
二
月
二
十
二
日
付
で
、

今
有
官
商
王
宇
安
。
又
額
商
楊
嗣
亨
前
往
東
洋
弁
銅
゜

R
 

と
あ
る
。
そ
の
後
、
荷
主
楊
嗣
亨
の
名
は
天
保
七
年
（
道
光
十
六
、
一
八
三
六
）
六
月
ま
で
知
ら
れ
、
先
の
劉
景
箔
が
持
来
た
っ
た
願
書
の

R
 

荷
主
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
公
局
銅
商
楊
嗣
亨
」
と
あ
り
、
和
解
に
「
十
二
家
銅
商
楊
嗣
亨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
嗣
亨
ほ
管
見
の
限
り

に
お
い
て
少
な
く
と
も
文
政
八
年
よ
り
天
保
七
年
ま
で
の
十
三
年
間
は
十
二
家
荷
主
と
し
て
そ
の
職
に
あ
っ
た
商
人
で
、
先
の
二
人
と
は

「
嗣
」
字
の
共
通
す
る
こ
と
、
ま
た
同
時
期
に
長
崎
貿
易
に
関
係
し
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
同
族
、
な
い
し
兄
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き

わ
め
て
高
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
楊
啓
堂
が
弱
冠
二
十
三
歳
で
、
船
主
と
し
て
長
崎
に
来
航
し
た
裏
に
は
、
同
族
の
十
二
家
荷
主
楊
嗣
亨
の
存
在
や
、
楊

西
亭
・
嗣
雄
の
来
航
船
主
と
し
て
の
実
績
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
乍
浦
に
居
所
を
構
え
、
長
崎
貿
易
を
そ
の
世
業
と
す
る
一
族
で
あ
り
、
し
か
も
楊
西
亭
は
日
本
人

か
ら
医
師
と
も
見
ら
れ
る
見
識
を
備
え
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
楊
啓
堂
も
若
輩
な
が
ら
、
野
田
笛
浦
と
の
筆
談
に
お
い
て
ほ
老
猾
さ
す
ら
感

R
 

じ
さ
せ
る
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
ま
た
、
楊
嗣
亨
の
十
二
家
荷
主
と
し
て
の
地
位
か
ら
考
え
て
も
楊
氏
一
族
の
日
中
貿
易

に
お
け
る
商
人
組
織
に
占
め
た
割
合
は
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

伺

周

蒻

亭

上
述
の
劉
景
箔
．
楊
西
亭
の
よ
う
に
長
崎
来
航
中
国
商
人
の
大
部
分
は
長
崎
へ
の
初
来
航
を
確
認
す
る
こ
と
は
難
か
し
く
、
船
主
等
の
名

で
見
え
た
の
が
、
そ
の
最
初
と
す
る
し
か
な
い
が
、
多
く
の
人
々
は
、
船
主
名
で
見
え
る
以
前
に
、
楊
啓
堂
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

-51-



何
年
か
の
来
航
経
験
ー
唐
船
の
中
の
重
要
な
職
に
就
く
こ
と
な
く
ー
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
劉
景
箔
．
楊
西
亭
も
そ
の
期
間

は
上
述
し
た
期
間
よ
り
も
当
然
長
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
来
航
の
初
め
と
終
り
を
正
確
に
知
る
こ
と
の
出
来
る
極
く
稀
な
商
人
の

一
人
と
し
て
周
蒻
亭
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
 

周
蒻
亭
の
こ
と
は
、
長
崎
県
立
図
書
館
、
渡
辺
文
庫
蔵
の
「
周
蒻
亭
吟
味
書
類
」
に
見
え
、
こ
の
資
料
は
、
天
保
十
四
年
（
道
光
二
十
三
、

一
八
四
三
）
の
閏
九
月
十
七
日
に
、
周
蒻
亭
と
長
崎
丸
山
の
遊
女
初
紫
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
調
べ
た
際
の
口
書
を
、
唐
通
事
彰
城
藤
一
、

頴
川
四
郎
八
、
神
代
十
四
郎
の
三
者
連
名
で
提
出
し
た
和
解
で
あ
る
。
こ
の
最
初
に
、
周
蒻
亭
の
長
崎
貿
易
に
関
す
る
記
録
が
知
ら
れ
る
。

周
蒻
亭当

卯
五
拾
弐
歳

私
儀
唐
国
浙
江
省
平
湖
県
之
内
乍
浦
湊
之
者
＿
一
而
、
父
者
先
年
御
当
地
江
罷
渡
候
周
学
三
与
申
者
＿
＿
而
御
座
候
。
私
儀
一
＿
一
拾
四
ケ
年
以

前

牛

年

ふ

御

当

地

渡

来

仕

候

儀

二

御

座

候

°

'

と
あ
り
、
彼
は
乍
浦
の
人
で
、
父
親
周
学
―
―
―
も
日
本
貿
易
に
関
係
し
て
い
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
。
彼
の
初
来
航
は
天
保
十
四
年
を
去
る
一
―
-
+

四
年
以
前
の
文
化
七
年
（
庚
午
、
嘉
慶
十
五
、
一
八
一

0
)
で
、
彼
が
十
九
歳
の
時
に
当
る
。

（
補
註
）
、

そ
し
て
周
蒻
亭
は
文
化
十
―
―
一
年
（
嘉
慶
二
十
一
、
一
八
六
一
）
の
子
一
ー
一
番
船
財
副
と
見
え
『
割
符
留
帳
』
に
見
え
る
最
初
は
文
政
一
ー
一
年

R
 

（
嘉
慶
二
十
五
、
一
八
二

0
)
六
月
十
六
日
長
崎
入
港
の
辰
四
番
船
の
楊
西
亭
船
主
の
脇
船
主
と
し
て
で
あ
り
、
彼
の
二
十
九
歳
の
年
に
当

R
 

る
。
こ
の
年
は
九
月
四
日
に
帰
帆
し
、
ま
た
同
年
十
二
月
二
日
に
再
度
来
航
し
劉
景
箔
と
同
じ
辰
六
番
船
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。

R
 

そ
の
後
、
弘
化
元
年
（
道
光
二
十
四
、
一
八
四
四
）
の
辰
七
番
在
留
船
主
と
し
て
ま
で
計
一
＿
一
十
四
回
、
船
主
の
名
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
彼
は
弘
化
二
年
（
道
光
二
十
五
、
一
八
四
五
）
二
月
二
十
八
日
、
故
国
中
国
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
長
崎
で
病
死
し
た
。

そ

う

ふ

く

⑳

長
崎
聖
寿
山
崇
福
寺
蔵
の
「
弘
化
二
年
諸
願
書
留
」
と
い
う
文
書
に
、

二
月
廿
八
日
。
辰
六
番
船
主
周
蒻
亭
病
死
之
事
。
葬
式
廿
九
日
興
福
寺
二
於
い
て
拙
寺
ふ
相
勤
。

と
あ
り
、
二
月
二
十
八
日
に
周
蒻
亭
が
病
死
し
て
、
翌
二
十
九
日
に
そ
の
葬
式
が
東
明
山
興
福
寺
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
崇
福
寺
の
僧
侶
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が
そ
れ
を
勤
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
、
彼
ほ
五
十
四
歳
で
長
崎
に
没
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
先
の
吟
味
書
類
に
は
天
保
十
四
年
当
時
、
既
に
病
身
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
天
保
十
年
（
道
光
十
九
、
一
八
一
二
九
）
十
二
月
二
十
八
日
に
亥
五
番
船
船
主
と
し
て
長
崎
に
来
航
し
て
以
来
、
以
後
の
船
主

は
在
留
船
主
と
し
て
見
え
る
か
ら
、
病
死
す
る
ま
で
の
五
年
余
の
期
間
は
長
崎
に
在
留
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
先
の
吟
味
書
類
か
ら
、
丸
山
遊
女
初
紫
と
の
間
に
一
男
子
簾
平
を
も
う
け
、
こ
の
子
供
は
後
年
、
端
物
目
利
石
井
駒
作
の
株
を
引
受

R
 

け
、
石
井
簾
乎
と
称
し
、
明
治
一
二
十
年
、
享
年
七
十
一
で
没
し
た
こ
と
を
古
賀
十
二
郎
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
家
族
が
中
国
に
居
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
が
現
在
の
所
手
掛
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
『
乍
浦
集
詠
』
巻

十
六
下
に
、
「
寄
摸
乍
浦
諸
詩
人
」
の
中
の
詩
の
双
行
の
註
に
、

盛
楓
周
露
亭
所
築
之
園
名
。
諸
君
所
贈
書
冊
。
達
自
園
主
人
。

と
見
え
る
盛
楓
園
を
築
い
た
と
あ
る
周
霧
亭
が
そ
の
名
か
ら
考
え
、
兄
弟
あ
る
い
は
同
世
代
の
同
族
と
考
え
ら
れ
、
詩
に
歌
わ
れ
る
ほ
ど
の

園
名
を
築
い
た
人
が
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

他
方
、
彼
の
父
周
学
一
―
―
に
関
し
て
は
、
そ
の
来
航
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が
知
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
船
主
の
よ
う
な
重
要
な
職
に
は
な

り
得
ず
、
下
級
の
事
務
員
な
い
し
は
船
員
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
周
蒻
亭
の
人
と
な
り
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
彼
は
生
粋
の
商
人
の
よ
う
で
、
特
に
日
本
の
文
人
と
の
間
に
は
記
録
を
残
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
貿
易
関
係
の
資
料
中
に
彼
の
こ
と
が
見
え
、
『
長
崎
志
続
編
』
巻
八
、
文
政
十
（
道
光
七
、
一
八
二
七
）
丁
亥
年
の
条
に
、

正
月
廿
九
日
戌
九
番
船
精
荷
役
ノ
節
、
唐
人
共
及
不
法
、
就
中
船
主
沈
綺
泉
・
周
蒻
亭
之
両
人
、
通
事
へ
対
し
種
々
過
言
二
及
シ
ニ
因

テ
、
翌
晦
日
大
小
通
事
等
右
桁
々
糾
問
ト
シ
テ
詰
所
ヱ
趣
キ
シ
処
、
周
蒻
亭
怒
罵
リ
、
過
言
ノ
儘
其
場
ヲ
立
、
諸
船
主
ヲ
引
連
、
館
内

へ
引
入
二
臨
テ
云
、
以
来
通
商
相
止
ヘ
シ
ト
テ
一
同
引
取
、
次
テ
通
事
詰
所
ヱ
、
向
後
不
相
詰
旨
張
紙
ヲ
出
セ
リ
、
此
旨
達
庁
聞
、
右

⑬
 

始
末
唐
人
共
心
得
方
承
訛
し
、
請
書
取
之
可
差
出
旨
、
同
二
月
四
日
個
条
書
ヲ
以
テ
、
年
番
通
事
ヱ
被
命
之
。

- 53 -



ク
”. 

文
政
十
一
年
（
道
光

ク
十
二
I
I
(

ク

天
保

九、+、

一ク

(
I
I

十
一
、

一
ク
（
ク
十
二
、

一
ク
（
ク

八、

と
あ
り
、
そ
の
結
果
は
、
同
書
に
、
続
い
て

右

二

付

個

条

書

ヲ

以

テ

、

龍

問

有

之

処

、

右

之

及

始

末

、

恐

入

旨

申

之

二

付

、

先

此

度

ハ

被

令

宥
⑬

’

 

恕
、
向
後
船
主
始
漕
者
共
二
至
マ
テ
、
右
鉢
不
敬
於
致
心
得
違
ハ
、
日
雇
漕
者
ノ
無
差
別
召
捕
、
可
被
遂
吟
味
ノ
旨
被
命
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
結
局
、
船
主
側
が
謝
っ
て
こ
の
件
が
落
着
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
件
を
こ
じ
ら
せ
た
原
因
は
周
蒻
亭
の
態
度
に
あ
っ

た
こ
と
は
こ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
、
彼
ほ
感
情
の
起
伏
の
激
し
い
人
で
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
書
に
、

船
主
共
ョ
リ
厳
ク
漕
者
共
ヱ
教
論
ヲ
加
へ
、
当
夏
渡
来
ノ
節
ョ
リ
、
人
柄
ヲ
撰
、
国
法
ヲ
守
、
且
船
主
共
ョ
リ
ノ
示
シ
方
ヲ
モ
厳
重
可

⑭
 

相
守
輩
而
已
召
連
可
令
渡
来
旨
、
当
年
四
月
在
館
狂
氏
十
二
家
諸
船
主
へ
被
命
之
。

と
あ
っ
て
、
か
え
っ
て
船
主
達
の
乗
組
員
に
対
す
る
人
事
等
の
注
意
を
喚
起
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

つ
い
で
、
同
書
巻
八
、
天
保
六
（
道
光
十
五
、
一
八
三
五
）
乙
未
の
条
に
、

当
年
三
月
王
氏
船
主
沈
転
穀
、
十
二
家
船
主
周
蒻
亭
去
ル
辰
年
（
天
保
三
）
以
来
在
留
シ
、
春
秋
出
帆
ノ
節
、
荷
物
組
等
掛
合
行
届
、

殊
二
春
出
帆
差
急
二
付
テ
ハ
格
別
出
精
取
計
フ
趣
二
因
テ
、
為
褒
美
、
一
人
前
昆
布
百
五
十
丸
宛
、
被
輿
給
、
向
後
弥
々
出
精
、
定
船

⑮
 

数
無
欠
蕨
渡
来
ノ
儀
ヲ
モ
可
取
計
旨
被
命
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
沈
転
殻
、
周
藤
亭
の
責
任
だ
け
で
は
無
い
が
文
政
未
年
よ
り
唐
船
の
来
航
に
変
調
が
見
ら
れ
、
左
に
『
割
符
留
帳
』
に
よ

っ
て
こ
の
頃
の
来
航
数
を
記
す
と
、

一
八
二
八
）

一
八
二
九
）

一
八
三
一
）

一
八
三
二
）

十
ク

四
ク

全
ク
旦
屈
共
へ
対
シ
腹
立
ノ
紛
、

五
艘

九
ク

一八一―

1
0
)
+
-
ク
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上
述
の
如
く
、
三
人
の
来
航
船
主
の
事
蹟
の
一
端
を
述
べ
た
が
、
次
に
、
彼
等
が
そ
の
半
生
を
か
け
て
ま
で
長
崎
に
来
航
し
て
き
た
最
大

の
理
由
の
一
っ
と
し
て
い
か
ほ
ど
の
利
益
を
得
て
い
た
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
点
を
充
分
に
究
明
す
る
資
料
が
見
い
出
し
得
な
い
た
め
、
中
国
資
料
等
に
拠
っ
て
推
察
し
て
み
た
い
。

中
国
の
海
外
貿
易
の
通
例
と
し
て
引
合
い
に
出
さ
れ
る
道
光
『
夏
門
志
』
巻
十
五
の
俗
尚
に
、

服
賣
者
以
販
海
為
利
藪
視
注
洋
巨
浸
如
笹
席
。
北
至
寧
波
・
上
海
・
天
津
・
錦
州
。
南
至
毒
東
。
対
渡
台
湾
一
歳
往
来
数
次
。
外
至
呂

宋
・
蘇
禄
・
実
カ
・
嗚
痢
把
。
冬
去
夏
回
。
一
年
一
次
。
初
則
獲
利
数
倍
至
数
十
倍
不
等
。
故
有
傾
産
造
船
者
。
然
糠
富
朦
貧
。
容
易

起
落
。
舵
水
人
等
此
為
浩
者
以
万
計
。

ク” ク
天
保

長
崎
来
航
中
国
商
人
の
営
利
状
況

一八一――――-）

一
八
三
四
）

四
年
（
道
光
十
―
―
-
‘

五

ク

（

ク

十

四

、

四

ク

R
 

六
ク
（
ク
十
五
、
一
八
三
五
）
十
一
ク

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
周
蒻
亭
等
が
褒
美
を
も
ら
っ
た
天
保
六
年
は
こ
の
年
に
入
港
し
た
唐
船
は
十
一
艘
と
多

＠
 

い
が
、
三
月
ま
で
に
は
僅
か
四
艘
で
あ
っ
た
か
ら
、
残
り
七
艘
は
七
月
三
艘
、
十
一
月
二
艘
、
十
二
月
二
艘
と
来
航
し
て
い
る
。
褒
美
の
効

果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

⑱
 

天
保
元
年
（
道
光
十
、
一
八
一
―

10)
正
月
十
九
日
に
入
港
し
た
丑
七
番
船
で
、
逼
羅
に
漂
流
し
た
日
本
人
を
、
天
保
二
年
十
二
月
十
三
日

⑳
 

入
港
の
卯
一
番
船
で
同
じ
く
逼
羅
に
漂
流
し
た
日
本
人
を
周
蒻
亭
が
船
主
の
時
に
連
れ
来
っ
た
。
こ
の
天
保
二
年
の
時
は
、
日
本
人
を
連
渡

R
 

り
し
時
の
吟
味
の
口
書
の
和
解
が
知
ら
れ
そ
の
筆
頭
に
周
蒻
亭
の
名
が
見
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
周
蒻
亭
ほ
十
九
歳
の
時
よ
り
長
崎
貿
易
に
関
係
し
、
死
去
す
る
ま
で
の
三
十
六
年
も
そ
れ
に
従
事
し
、
彼
の
父
の
代
か
ら

数
え
る
な
ら
父
子
二
代
で
半
世
紀
に
及
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
艘
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と
あ
る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
海
上
貿
易
に
よ
っ
て
産
を
な
す
者
多
く
見
ら
れ
、
特
に
浙
江
・
福
建
・
広
東
な
ど
の
沿
海
に
居
住
す
る
者
に
と

っ
て
そ
の
業
は
自
然
と
海
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
貿
易
に
よ
っ
て
数
倍
か
ら
数
十
倍
の
利
を
生
み
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
危

険
を
伴
う
海
の
こ
と
故
、
全
て
の
人
が
大
き
な
財
を
成
し
た
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
、
海
上
貿
易
は
大
き
な
利
益
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
こ

の
資
料
か
ら
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

R
 

そ
れ
で
は
長
崎
貿
易
に
つ
い
て
ほ
ど
う
か
と
言
う
と
、
河
道
総
督
の
斬
輔
が
、
「
展
海
令
」
前
の
康
熙
二
十
年
（
一
六
八
一
）
代
初
に
書

い
た
と
考
え
ら
れ
る
疏
文
が
彼
の
『
文
襄
奏
疏
』
巻
七
、
生
財
裕
鮪
、
第
二
疏
開
洋
に
見
え
、

臣
聞
内
地
紬
絲
等
一
切
貨
物
。
載
至
日
本
等
処
。
多
者
獲
利
一
―
-
•
四
倍
。
少
者
亦
有
一
・
ニ
倍
。
江
・
浙
・
閻
．
聘
四
省
。
但
得
毎
省

毎
歳
。
有
銀
一
百
万
両
之
貨
物
出
洋
。
則
四
省
之
民
。
毎
歳
可
増
貨
財
七
・
八
百
万
。

と
あ
り
、
康
熙
中
、
十
七
世
紀
後
半
と
限
定
し
て
、
こ
の
頃
の
日
中
貿
易
の
利
潤
は
、
中
国
産
の
絹
織
物
や
生
糸
等
の
全
て
の
物
品
を
、
日

本
な
ど
の
地
に
運
ぶ
と
四
な
い
し
五
倍
に
、
少
な
い
場
合
で
も
ニ
・
三
倍
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
だ
い
ぶ
時
代
が
降
る
が
、
威
豊
期
（
一
八
五
一
し
一
八
六
一
）
に
日
本
の
事
を
記
し
た
金
安
清
の
「
東
倭
考
」
に
よ
れ
ば
、R

 

大
抵
内
地
価
一
至
倭
。
可
易
五
。
及
回
貨
則
又
以
一
得
二
。
故
銅
商
之
豪
富
。
甲
於
南
中
。
与
薯
中
之
洋
商
。
淮
之
塩
商
相
埓
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
品
物
を
日
本
に
持
っ
て
行
け
ぱ
約
五
倍
、
日
本
の
物
を
持
っ
て
帰
れ
ば
一
に
対
し
て
二
倍
に
な
っ
た
と
あ
る
か

ら
、
単
純
に
概
算
し
て
一
の
資
本
投
下
に
対
し
て
、
帰
国
し
た
時
は
十
倍
に
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
の
斬
輔
の
疏
文
と
の
間
に
約

百
数
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
中
国
の
物
品
を
日
本
に
持
っ
て
来
れ
ば
約
三
乃
至
四
・
五
倍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
乗
組
員
達
の
得
た
収
入
は
と
い
う
と
、
痺
正
四
年
（
一
七
二
六
）
関
浙
総
督
高
其
悼
の
奏
文
に
、

〔
一
船
〕
一
年
往
還
得
千
余
金
。
或
数
百
金
。
即
水
手
之
類
。
亦
毎
人
可
得
ニ
・
三
十
金
。
其
本
人
長
年
不
食
本
地
米
糧
。
又
得
銀
帰

⑱
 

養
其
家
下
及
手
芸
之
人
。
皆
大
有
生
業
。
洋
船
一
回
。
開
行
設
鋪
。
又
足
養
商
賣
之
家
。
（
下
略
）

と
あ
り
、
海
上
貿
易
に
加
わ
る
こ
と
で
水
手
等
に
も
ニ
・
三
十
両
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
崎
貿
易
で
は
、
『
得
泰
船
筆
語
』
巻
上
、
野
田
笛
浦
と
得
泰
船
財
副
朱
柳
橋
の
筆
談
に
、
笛
浦
が
「
毎
帯
所
得
幾
金
」
と
問
う
と
、
朱
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つ
い
で
、
上
述
の
三
人
に
も
関
係
す
る
乍
浦
の
立
地
条
件
で
あ
る
が
、
古
く
ほ
薙
正
『
殊
批
論
旨
』
蕪
正
三
年
（
享
保
十
、

五
月
十
日
の
浙
江
按
察
使
甘
国
奎
の
奏
文
に
「
呉
松
・
乍
浦
等
口
。
可
以
揚
帆
径
進
」
と
あ
る
よ
う
に
、
呉
松
口
と
同
様
に
直
ち
に
海
洋
に

出
帆
で
き
る
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
光
緒
『
平
湖
県
志
』
巻
四
、
広
仁
堂
の
条
に
引
く
「
路
守
管
記
略
」
に

乍
浦
浜
臨
海
角
。
往
時
地
荊
民
稀
。
自
禁
令
既
弛
。
南
通
閾
．
聘
。
東
達
日
本
。
商
賣
雲
集
。
人
煙
輻
談
。
遂
為
海
浜
重
鎮
゜

と
あ
る
よ
う
に
、
「
展
海
令
」
以
後
、
海
浜
の
重
鎮
と
な
る
よ
う
な
活
況
を
呈
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

の
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

或
六
・
七
百
金
。
或
八
・
九
百
金
。
然
不
等
也
。

と
答
え
、
さ
ら
に

船
主
〔
劉
〕
景
箔
不
過
三
万
。
楊
啓
〔
堂
〕
．
劉
聖
〔
学
〕
不
過
乙
万
八
・
九
千
、
難
財
副
朱
矧
平
（
朱
柳
橋
）
一
文
也
無
。

と
答
え
て
い
て
、
乗
組
員
は
六
乃
至
九
百
両
、
船
主
劉
景
箔
は
一
二
万
両
に
す
ぎ
ず
、
船
主
楊
啓
堂
、
財
副
劉
聖
学
は
各
一
万
八
・
九
千
両
で

R
 

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
拙
稿
で
試
算
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
船
主
劉
景
箔
の
経
験
と
五
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
、
楊
啓
堂
二
十
七
歳
で
経

験
が
浅
く
て
も
、
財
副
劉
聖
学
一
二
十
一
歳
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
収
入
等
の
点
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
船
の
場
合
だ

け
か
ら
考
え
て
も
、
船
主
の
収
入
は
か
な
り
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
前
職
の
重
要
性
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

R
 

事
実
、
来
航
船
主
の
中
に
は
、
長
崎
の
丸
山
の
遊
女
を
囲
う
者
も
多
く
、
周
蒻
亭
の
場
合
、
長
崎
寄
合
町
京
屋
次
兵
衛
抱
の
遊
女
初
紫
と

の
間
に
出
来
た
愛
児
の
た
め
養
育
料
と
し
て
、
天
保
十
三
年
（
道
光
二
十
二
、
一
八
四
二
）
に
寅
壱
番
船
財
副
楊
少
棠
を
通
じ
て
、
銀
札
二

R
 

十
二
貫
六
百
六
十
六
匁
を
唐
大
通
事
神
代
徳
次
郎
へ
手
渡
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

R
 

こ
れ
は
当
時
の
物
価
価
値
か
ら
概
算
し
て
白
米
約
百
三
十
四
石
余
に
当
り
、
か
な
り
の
額
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

R
 

ま
た
、
周
蒻
亭
の
死
去
の
際
の
柩
の
代
銀
ほ
千
五
百
斤
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
彼
等
船
主
の
商
人
と
し
て
の
収
入
は
か
な
り

柳
橋
は

一
七
二
五
）
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長
崎
貿
易
の
前
期
、
中
期
に
お
い
て
は
、
船
主
の
出
身
は
広
い
範
囲
に
及
ん
で
い
た
が
、
本
稿
で
述
べ
た
三
人
の
船
主
は
乍
浦
な
い
し
、

そ
の
近
く
の
杭
州
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
長
崎
貿
易
の
縮
少
に
伴
な
っ
て
立
地
条
件
の
有
利
な
乍
浦
近
郊
の
商
人
に
よ
っ
て
そ
の
貿
易
が

占
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
、
清
代
の
嘉
慶
・
道
光
期
に
お
け
る
長
崎
貿
易
に
関
係
し
た
三
人
の
船
主
に
つ
い
て
述
べ
た
。

R
 

船
主
と
は
西
川
如
見
が
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
巻
二
で
「
船
中
ニ
テ
役
ナ
シ
。
日
本
ニ
テ
商
売
ノ
下
知
ヲ
シ
公
儀
ヲ
勤
メ
」
と
記
し
て
い

R
 

る
よ
う
に
、
長
崎
貿
易
に
お
い
て
中
国
側
の
商
人
と
し
て
、
荷
主
に
代
っ
て
一
切
の
商
業
活
動
を
お
こ
な
う
重
要
な
職
で
あ
っ
た
か
ら
、
荷

主
に
と
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を
雇
傭
す
る
か
は
彼
等
自
身
の
収
益
に
影
響
を
及
ぽ
す
た
め
、
長
年
の
実
績
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
ほ

歴
然
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
こ
こ
で
述
べ
た
三
船
主
、
中
国
商
人
が
当
時
の
商
人
の
全
体
像
を
示
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
少
な
く

と
も
彼
等
三
人
の
来
航
期
間
・
回
数
の
実
績
（
表
二
）
か
ら
当
時
の
長
崎
来
航
商
人
の
実
態
の
一
端
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。

即
ち
、
周
蒻
亭
の
よ
う
に
初
来
航
か
ら
、
財
副
、
脇
船
主
、
船
主
と
成
長
し
て
行
く
過
程
が
明
白
な
こ
と
は
、
船
主
に
な
る
ま
で
の
苦
難
が

知
ら
れ
、
又
彼
自
身
に
と
っ
て
も
十
九
歳
か
ら
お
そ
ら
く
下
級
船
員
と
し
て
の
時
期
、
二
十
八
歳
で
脇
船
主
と
な
り
、
そ
し
て
、
五
十
四
歳
で

長
崎
に
没
す
る
ま
で
の
人
生
は
長
崎
貿
易
そ
の
も
の
で
あ
り
、
父
の
代
か
ら
す
る
と
二
代
目
に
し
て
船
主
の
地
位
を
確
保
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
楊
西
亭
は
長
崎
貿
易
に
お
け
る
十
二
家
荷
主
楊
嗣
亨
と
は
同
族
と
考
え
ら
れ
、
長
崎
貿
易
の
名
族
の
一
員
と
も
言
え
る

故

、

「

清

医

」

と

も

見

な

さ

れ

た

教

養

を

備

え

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

。

．

周
蒻
亭
の
方
は
生
粋
の
船
員
か
ら
船
主
と
成
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
楊
西
亭
が
「
清
医
」
と
見
ら
れ
た
よ
う
な
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

幽―

し
か
し
、
劉
景
箔
の
例
か
ら
彼
等
は
利
潤
獲
得
の
目
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
は
拙
稿
で
触
れ
た
よ
う
に
、
文
化
交
流
の

面
で
も
そ
の
名
を
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

お

わ

り

に
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八
------- 0 
六五四三ニー 0九八七六五四三ニー

嘉
慶

-0九八七六五四三ニー 0九八七六

文
化

享
和

• ~ 

三ニー 0九八七六五四三二元三二元

西
暦
一
中
国
年
号
一
日
本
年
号

そ
の
こ
と
は
同
時
に
、

亥九 酉六
(
A
・一一〈）

（配）
丑四（永興）（――――――歳）

亥
十
二
家
番
外
船
（
三
・
一
一
）

劉

景

箔

劉
景
箔
・
楊
西
亭
・
周
繭
亭
の
来
航
表
（
表
二
）

（配）
亥^子―

-
l

（配）
未
g

唇
一
財

楊

酉

亭

子
一
＿
＿
財
（
補
註
）

九
歳
、
初
来
航 周

繭

亭

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
後
期
の
長
崎
唐
人
貿
易
は
長
年
の
実
績
を
有
す
る
船
主
等
を
中
心
と
し
て
、
新
た
に
そ
の
組
織
の
中
に
加
っ
て
い

く
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ー
ボ
ル
．
卜
か
ら
「
乍
浦
に
お
け
る
中
国
の
商
糾
」
と
記
さ
れ
た
如
く
、
中
国
に
お
け
る
長
崎
貿
易
独
占
の
組
織

が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑮
 

上
述
の
三
船
主
は
い
ず
れ
も
十
二
急
船
主
で
あ
っ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
こ
の
頃
の
官
商
王
宇
安
・
狂
柄
符
・
王
元
珍
等
の
官
商
支
配
下
の

船
主
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
察
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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四四四四四三三三三三三三三三三ニニニニニニニニニニーー一
四三ニー 0九八七 六 五 四 三 ニ ー 0九八七六 五四三ニー 0九八七

嘉
慶
二
二

二
三ニ四

二
五

道

光

元
二三四五六七八九1

0
 

―― ―ニ一
三

一
四

一五
一
六

一
七

一
八

一
九

二
0

二―ニニニ―――ニ四

弘天
化 保 斎裔
元四三ニー 0九八七六五四三二元ニー 0九八七六五四三二元四

申―-（六・一
l

-

）
、
申
写
（
―
-
・
元
）

寅七（一・一〈）

辰
一
（
六
．
＾
）
、
辰
六
（
三
・
―
-
）

巳一（七・一）、巳四(-――.-――-）

午
一
（
六
・
一
写
）
、
午
四
（
三
・
一
四
）

未一（七・一四）、未――-（-―-・――-）

申七(―-・――七）

酉四（六・七）

酉
＾
（
平
七
）
、
戌
哭
七
・
―
-
）

亥
六
(
-
―
―
•
四
）

子一（六．――-）、子立(-―-・―――〈)

辰
六
(
―
―
-
•
四
）
（
六

0歳
）

巳
四
（
ニ
・
晦
）

午――-（=-・――――-）

寅
六
（
三
・
写
）

丑四

寅六(-―-・―――〈)

卯四(-・―――-）、辰写（三・一）

巳写
(
-
l
-
・
l
)

丑
k

（
ニ
・
晦
）

寅――卯―-（一で一）、卯写(―-・―――〈)

辰
g
(
｛一六）

辰九(-・―-）

戌七(――-・――匹）

子六（一・一）、丑―-（七・〈）、丑写(―
11・

1
0
)
 

寅―-（六・一四）、寅立(―-・―――〈)

未写(―-・――七）

戌――-（-―-・――七）

未―-（-＝-・――-）

申
一
（
ぎ
一
）
、
申
立
(
―

-・-l―-）

巳六（一・―――(）

午七(-―-・―――-）

申^
（―-・―-^
)

酉一（六・六）

戌―-（写・写）

戌
一0
(
1
·
―
―
-
）
、
亥
―
―
-
（
閏
六
•
四
）
、
亥
公
一

l
-
·
一
（
）

子一（六．――-）脇

子七（一・一六）、丑――-（七・九）

丑七（一・一九）、寅――-（呑――――-）

卯一(-――.-―
11)

辰
―
-
（
一
〈
·
―
―
-
）
、
辰
七
(
-
―
―
•
四
）

已一(―-・―室）

午一（七・――――-）

午七(――・一七）、未
l-l

（七・六）、未六(-―-・―-)

申四(―-・――九）

酉―-（七・一
0
)

亥
写
（
三
・
天
）

丑四（七・

l-
）、丑
k
(
-

―-・――写）

寅写(=-・――――-）

卯一（七・一―-）、卯哭一―-・――-）

辰――-（七．―――-）、辰六(――-・―――(）、辰七(――-・―――(）

辰
g
（六・一
0
)
脇
‘
辰
六
（
三
・
―
-
）
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②
 

①註

（注）

⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ 

―
―
・
天
死
去
、
器
歳

番
立
名
と
入
港
日
（
）
を
記
入
し
た
。
船
主
の
時
は
省
略
し
、
脇
は
脇
船
主
、
財
は
財
副
の
来
航
時
で
あ
る
。

（
配
）
は
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
「
販
銀
額
配
銅
之
数
」
の
こ
と
。
但
し
、
番
立
名
の
不
明
の
年
の
み
記
入
し
た
。

浦
廉
一
博
士
「
近
世
に
お
け
る
日
中
貿
易
」

九
五
九
年
四
月
）
。

大
庭
脩
教
授
『
唐
船
進
港
回
悼
録
•
島
原
本
唐
人
風
説
書
・
割
符

留
帳
ー
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
—
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

資
料
集
刊
九
、
一
九
七
四
年
三
月
）
（
以
下
『
割
符
留
帳
』
と
略
す
）
。

③
岩
生
成
一
氏
監
修
『
シ
J
ボ
ル
ト
「
日
本
」
』
第
四
巻
（
雄
松
堂
書

店
、
一
九
七
八
年
七
月
）
二
六
九
頁
。

④
大
庭
教
授
編
著
『
割
符
留
帳
』
解
題
八

1
一
七
頁
。

⑤
拙
稿
「
乍
浦
の
日
本
商
問
屋
に
つ
い
て
ー
日
清
貿
易
に
お
け
る
牙

行
ー
」
（
日
本
歴
史
305
、
一
九
七
三
年
十
月
）
。

⑥
こ
の
頃
の
状
況
は
、
拙
稿
「
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
七
ソ
ソ
商
会
と
日

清
貿
易
—
文
久
元
年
申
一
番
ラ
シ
シ
フ
ィ
ー
ル
ト
船
の
来
航
を
め
ぐ

っ
て
1
」
（
海
事
史
研
究
2
5
、
一
九
七
五
年
十
月
）
参
照
。

⑦
藤
岡
作
太
郎
氏
『
近
世
絵
画
史
』
（
金
港
堂
、
一
九

01―
一
年
六
月
初

版
）
ニ
ニ
四
、
二
六
八
ー
ニ
七

0
頁。

鈴
木
敬
氏
「
江
稼
圃
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
三
巻
二

0
0頁
、
一

九
六

0
年
三
月
）
。

⑧
増
田
廉
吉
氏
「
長
崎
に
於
け
る
頼
山
陽
と
江
芸
閣
」
（
長
崎
談
叢
八
、

四

五

道

光

二

五

弘

化

二

四

六

二

六

―

―

―

四

七

二

七

四

（
史
学
研
究
7
2
、
一

一
九
三
一
年
四
月
）
。

市
川
＝
＿
喜
氏
「
長
崎
と
米
庵
及
び
寛
斎
」
（
商
業
と
経
済
（
長
崎
高

等
商
業
学
校
）
1
8
の
1
、
一
九
三
七
年
十
月
）
。

大
庭
教
授
前
掲
書
解
題
、
七
頁
。

同
書
、
一
四
一

i
二
五
九
頁
。

同
書
解
題
、
七
、
一
七
ー
ニ
ニ
頁
。

同
書
、
七

i
一
七
、
一
四
一

i
二
五
九
頁
。

刊
本
『
通
航
一
覧
続
輯
』
第
二
巻
一

i
―
四
八
頁
（
清
文
堂
出
版
、

一
九
六
八
年
九
月
）
。

拙
稿
「
日
清
貿
易
に
お
け
る
長
崎
来
航
唐
船
に
つ
い
て

m
I清
代
鳥

船
を
中
心
に
—
」
（
史
泉
4
9
、
一
九
七
四
年
九
月
）
―

I
Hハ
ー
三
七
頁
。

⑭
山
田
琢
氏
訳
注
『
嫌
堂
日
暦
』
1
、
二
九
二
頁
（
平
凡
社
・
東
洋
文

庫
169
、
一
九
七

0
年
八
月
）
。

⑮
同
書
、
二
九
四
頁
。

⑯
同
書
、
一
―

10六
頁
。

⑰
同
書
2
（
東
洋
文
庫
213
、
一
九
七
二
年
六
月
）
二
五
、
二
六
頁
に
羽

倉
外
記
、
徳
田
見
龍
の
名
が
見
え
る
。

⑱
同
書
、
二
七
頁
。

⑲
暉
峻
康
隆
氏
他
校
訂
『
馬
琴
日
記
』
一
巻
―
一
頁
（
中
央
公
論
社
、
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一
九
七
三
年
五
月
）
。

⑳
中
村
幸
彦
氏
他
校
訂
『
甲
子
夜
話
』
五
巻
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
338
、

一
九
七
八
年
九
月
）
二

0
六
頁
。

⑳
同
書
、
二
三
二
頁
。

⑫
『
通
航
一
覧
続
輯
』
二
巻
六

0
頁。

⑳
同
書
二
巻
六

0
頁
上
段
。
『
割
符
留
帳
』
一
七
六
頁
。

⑳
『
割
符
留
帳
』
二
六
三
頁
。

⑮
同
書
ニ
―
―
二
頁
。

息
『
長
崎
文
献
叢
書
第
一
集
第
四
巻
続
長
崎
実
録
大
成
』
ニ
ニ
五

頁
（
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四
年
十
一
月
、
以
下
同
本
に
よ
る
）
。

⑳
同
書
、
三
九

0
、
一
九
六
、
二

0
0、
二
ニ
、
ニ
―
三
、
ニ
―

四
、
ニ
ー
八
、
ニ
ー
九
、
ニ
ニ
五
、
二
四
九
頁
。

R
福
井
保
氏
「
侠
存
書
の
輸
出
」
（
文
献
二
号
、
一
九
五
九
年
十
二
月
）
。

R
同
書
、
十
一
頁
。

『
国
書
総
目
録
』
一
巻
二
五
六
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
十
一

月）。
倉
田
淳
之
助
氏
「
侠
存
叢
書
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
一
巻
一
九
一
二
頁
、

一
九
五
九
年
九
月
）
。

⑫
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
二

0
0頁。

R
大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
巻
二
七
、
「
侠
存
叢
書
」
（
日
本
随
筆
大
成

別
巻
一
話
一
言
4
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
十
一
月
、
ー
ニ
六

i
―

二

七

頁

）

。

．

⑭
守
屋
美
都
雄
氏
「
群
書
治
要
」
（
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
三
巻
八
一
―
―

i
八

四
頁
）
。

『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
二
、
ニ
ー
四
、
ニ
ー
五
頁
（
国
書
刊
行
会
、

一
九
0
六
年
三
月
）
。

R
 

福
井
氏
前
掲
書
、
十
頁
。

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
ニ
―
八
頁
。

『
国
書
総
目
録
』
三
巻
五
―
―

10頁
(
-
九
六
五
年
八
月
）
。

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
ニ
ー
三
頁
。

拙
稿
「
乾
隆
時
代
の
長
崎
来
航
中
国
商
人
ー
狂
耀
武
・
注
竹
里
・
程

赤
城
を
中
心
に
ー
」
（
晰
亜
1
0
、
一
九
七
八
年
六
月
）
。

狩
野
直
喜
博
士
「
山
井
鼎
と
七
経
孟
子
考
文
補
遺
」
（
内
藤
博
士
還

暦
祝
賀
支
那
学
論
叢
、
一
九
二
六
年
五
月
）
三
七
七
l
四
0
三
頁
。

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
一
九
六
頁
。

『
国
書
総
目
録
』
四
巻
一
〇
六
頁
（
一
九
六
六
年
八
月
）
。

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
ニ
ー
一
頁
。

『
国
書
総
目
録
』
八
巻
二

0
一
頁
（
一
九
七
二
年
二
月
）
。

大
庭
教
授
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
（
関
西
大

学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
三
月
）
。

『
続
長
崎
実
録
大
成
』
二
八
四
ー
ニ
八
七
頁
。

同
書
、
二
八
八
ー
ニ
八
九
頁
。

同
書
、
二
三
四
頁
。

同
書
、
二
四
一
ー
ニ
四
四
頁
。

『
新
百
家
説
林
、
蜀
山
人
全
集
』
巻
三
、
六
三
九
頁
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九

0
八
年
四
月
）
。

R
中
村
久
四
郎
博
士
「
近
世
支
那
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
し
た
る
勢
力
影

響
ー
近
世
支
那
を
背
景
と
し
た
る
日
本
文
化
史
ー
」
六
（
史
学
雑
誌

二
五
の
十
、
一
九
一
四
年
十
月
）
八

i
九
頁
。

『
杏
林
叢
書
』
上
巻
、
五
―
―
ー
五
―
二
頁
（
一
九
二
四
年
九
月
。

思
文
閣
、
一
九
七
一
年
一
月
複
刊
）
。

『
長
崎
紀
聞
』
（
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
、

R R R ⑲ ⑱ ⑰⑯  ⑮ ⑭ ⑬ ⑫@  R ⑳ ⑱ ⑰ R 

一九――

-0年
十
一
月
）
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「
唐
来
舶
船
主
財
副
之
名
、
従
文
化
四
年

の
資
料
解
説
一
六
頁
に
、

冬
至
同
五
年
」
。

⑭
『
割
符
留
帳
』
ニ
ニ
七
ー
ニ
ニ
八
頁
。

R
『
頼
山
陽
全
書
全
伝
上
日
譜
』
（
一
九
三
一
年
十
二
月
）
四
五

四
頁
。

同
書
に
、
八
月
十
六
日
に
山
陽
が
楊
西
亭
か
ら
唐
館
に
招
か
れ
看
月

の
宴
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
四
五
五
頁
）
。

同
全
書
『
詩
集
』
（
一
九
三
二
年
三
月
）
ニ
ニ
九
ー
ニ
―
―

10頁。

R
『
長
崎
市
史
地
誌
編
仏
寺
部
下
巻
』
（
長
崎
市
役
所
、
一
九
二

三
年
三
月
。
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
七
年
八
月
複
刊
）
四
四
四
頁
。

⑰
同
書
、
ニ
ー
八
頁
。

R
『
通
航
一
覧
続
輯
』
二
巻
八
七
頁
。

R
同
書
、
六

0
頁。

R
『
割
符
留
帳
』
一
六
二
頁
。

R
同
書
、
一
六
0
、
一
八
二
頁
。
文
政
八
年
は
註
⑱
参
照
。

R
拙
稿
「
中
国
商
人
の
見
た
「
大
江
戸
の
世
」
ー
『
得
泰
船
筆
語
』
を

中
心
に
ー
」
（
毎
日
新
聞
社
『
日
本
史
の
謎
と
発
見
1
0
大
江
戸
の

世
』
月
報
1
0
、
一
九
七
九
年
五
月
）
。

R
拙
稿
「
長
崎
貿
易
に
お
け
る
在
唐
荷
主
に
つ
い
て
ー
乾
隆
ー
咸
豊
期

の
日
清
貿
易
の
官
商
・
民
商
ー
」
（
社
会
経
済
史
学
4
5
の
1
、
一
九

七
九
年
六
月
）
九
一
頁
。

R
同
書
、
九
一

i
九
二
頁
。

R
同
書
九
二
頁
、
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
二
五
二
頁
。

R
渡
辺
文
庫
（
図
書
番
号
316ー
1
4
1
8
9
)
。

古
賀
十
二
郎
氏
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
前
編
』
（
長
崎
文
献
社
、

一
九
七
＝
一
年
八
月
）
六
七
ニ
ー
六
七
四
頁
。

R
『
割
符
留
帳
』
一
五
二
頁
。

R
同
書
、
給
牌
は
一
七
一
頁
、
檄
牌
は
一
五
一
頁
。

R
同
書
、
二
三
一
ー
ニ
三
二
頁
。

R
宮
田
安
氏
「
崇
福
寺
史
料
目
録
」
（
長
崎
談
叢
42
、
一
九
六
四
年

十
二
月
）

56
（
一
七
二
頁
）
、
同
氏
『
長
崎
崇
福
寺
論
致
』
（
長
崎
文

献
社
、
一
九
七
五
年
八
月
）
ニ
―
―

10頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
崇
福
寺
に
お
い
て
閲
覧
、
複
写
を
許
さ
れ
た
写
真
よ
り
引
用

し
た
。

⑪
古
賀
氏
前
掲
書
、
六
七
＝
＿
頁
。

怠
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
ニ
ニ
八
頁
。

⑭
同
書
、
ニ
ニ
八
ー
ニ
ニ
九
頁
。

⑮
同
書
、
二
三
三
頁
。

R
『
割
符
留
帳
』
十
ニ
ー
十
三
頁
。

⑰
同
書
十
三
頁
。

⑱
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
二
八
九
ー
ニ
九

0
頁。

R
同
書
、
二
九
0
ー
ニ
九
四
頁
。

R
刊
本
『
通
航
一
覧
続
輯
』
三
巻
三
二
七
頁
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七

0
年
五
月
）
。

R
『
清
史
稿
』
巻
一
九
七
、
表
三
七
、
彊
臣
年
表
一
、
斬
輔
ほ
康
煕
十

六
年
二
月
辛
未
よ
り
同
二
十
七
年
三
月
乙
酉
ま
で
河
道
総
督
で
あ
っ

た
。
彼
の
伝
は
同
書
、
巻
二
七
九
、
列
伝
六
六
に
見
え
る
。

＠
註
R
拙
稿
註
⑦
参
照
。

R
同
治
『
福
建
通
志
』
巻
一
四

0
、
国
朝
宦
績
、
高
其
悼
の
条
（
九
丁

裏）。

R
拙
稿
「
長
崎
来
航
唐
船
の
経
営
構
造
に
つ
い
て
ー
特
に
乾
隆
・
嘉
慶

・
道
光
期
を
中
心
に
ー
」
（
史
泉
4
5
、
一
九
七
二
年
九
月
）
二
九
頁
。
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R
古
賀
氏
前
掲
書
、
六
四
一
1-l六
八
一
頁
。

R
渡
辺
文
庫
蔵
『
周
蒻
亭
吟
味
書
類
』
。

＠
中
井
信
彦
氏
編
『
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
』
（
丸
善
、

一
九
五
二
年
十
一
月
）
。

R
長
崎
崇
福
寺
蔵
「
弘
化
二
年
諸
願
書
留
」
。

魯
註
⑳
拙
稿
。

®
飯
島
忠
夫
氏
他
校
訂
『
日
本
水
土
考
•
水
土
解
弁
・
増
補
華
夷
通
商

考
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
四
年
八
月
）
一

0
0頁。

R
註
⑲
拙
稿
‘
ー
ニ
ー
一
六
頁
。

R
註
③
参
照
。

R
註
R
拙
稿
、
七
七
し
七
九
頁
。

⑮
同
書
、
八
五

i
八
六
頁
。

（
補
註
）
「
唐
國
ョ
リ
送
来
候
漂
人
之
儀
二
付
書
面
（
文
化
十
三
年
）
」

（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
一
九
七
七
年
十
二
月
一
二
日
の
関
西
大
学
史
学
会
で
の
報
告
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

尚
、
一
九
七
八
年
七
月
、
長
崎
崇
福
寺
蔵
「
弘
化
二
年
諸
願
書
留
」
の
閲
覧
、
写
真
撮
影
を
許
可
下
さ
っ
た
薬
師
寺
正
春
住
職
、
並
び
に

同
文
書
に
関
し
て
御
教
示
下
さ
っ
た
宮
田
安
氏
に
対
し
て
未
筆
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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